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物  質  名 1-ノナノール ＤＢ－33 
別  名 ノニルアルコール 構 造 式 

 CAS 番号 143-08-8 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-217 
分子式 C9H20O 分子量 114.26 
沸点 213.3℃ 1) 融点 －5℃ 1) 
蒸気圧 2.27×10-2 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 4.67 mg/m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 3.77（実測値）3) 水溶性 140 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 6,400 mg/kg  5)  
 マウス 経口 LD50 20,000 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 3,560 mg/kg  5)  
 ラット 経口 LD50 12,000 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 5,500 mg/m3 (2hr) 5)  
 マウス 吸入 LCL0 2,200 mg/m3 (2hr) 5)  

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ウサギに 148 mg/kg/day を 67 日（投与期間は 83 日間）経口投与した結果、毒性の徴候、体重

や生存率への影響はみられなかった 6) との報告がある。 
・ウサギに 84 mg/m3 を 6 ヵ月間吸入させた結果、網膜の光受容細胞及びミュラー線維で微細構

造に変化がみられた 7) との報告がある。 
・ラット、ウサギに 200、600、800 mg/m3 を 2 ヵ月間（2 時間/日）吸入させた結果、大脳皮質

及び皮質下部でグリア細胞の変形や変性がわずかではあるが、広範囲に散在してみられた 8) 

との報告がある。 
・経口または吸入ばく露による情報ではないが、皮膚塗布試験の情報を参考として以下に記載

した。 
ウサギに 1,600～2,000 mg/kg を皮膚に 1 時間/日を 50 日（投与期間は 75 日間）塗布した結果、

成長の遅れ、塗布した部位に赤斑がみられたが、死亡はなかった 6) との報告がある。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、150 mg/m3 を妊娠 1 日目から 19 日目（7 時間/日）まで吸入させた結果、母ラッ

トの体重、胚吸収、胎仔の体重、性比、骨格、内臓等への投与に関連した影響はみられなか

った 9) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・ボランティア実験で、本物質 2％を含むワセリンは皮膚の刺激や感作を示さなかった 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
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 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露及び吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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